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チーム名 「サステナブルスキンケア」

ふりがな 　　　　　　 　　すどう　  ともゆき

発表者(職種) 須藤　友之　（介護福祉士）

ふりがな さすてなぶるすきんけあ

ライフケアガーデン湘南施設名

取り組種別 問題解決型

佐藤　優子　（看護師）

赤嶺　由美 ケアマネージャー

佐藤　雅美 看護師

佐藤　優子 看護師

介護福祉士

介護福祉士山本　秀夫

本多　稔 理学療法士

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　ご入居者全員の生活ケアにおける皮膚剥離件数を

（目標値）　令和7年6月までに1件以下にする

①介助方法の統一
②知識の向上
③福祉用具の活用
④監視体制作り
⑤環境面の整備
⑥啓蒙活動

（実施前）　毎月1件以上の皮膚剥離が発生していた

（実施後）　発生件数を減らす事ができた

標準化
①環境衛生チェックシートを日々のケアに役立てるよう活用する
②皮膚トラブルをなくすために福祉用具を常に携帯する
③ご入居者の皮膚の状態報告を居室担当看護師が行い介護士と情報共有をし意識を高める
④皮膚剥離の発生状況を定期的にモニタリングし改善策の構築
管理・教育
マニュアルを常に活用できるようにインシデント委員会で管理と更新を行う
年2回ケアする職員が忘れない為に安全対策の勉強会を開催する

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動

②安全の向上をめざすもの

①診療部門

須藤　友之

リーダー名
（職種）

回

活動期間 2025年1月　～　5月

演題名
「生活ケアにおける皮膚剥離撲滅大作戦」

～安全で快適な生活を支えるために～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

過去3年間のインシデント集計によると転倒・転落以上に皮膚トラブルが多く発生しており、施設内での皮膚ト
ラブルのリスクが高い事がわかりました。特に皮膚剥離については、介助時の不適切な動作が原因となる事
が多い為、介助する職員の意識を高め具体的な改善策を講じる事で皮膚剥離が減少すると考えた。

分類

活動回数 10



【テーマ選定と背景】

【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】 【要因の検証】

ご入居者全員の皮膚剥離発生を

1件以下にする！！を

目標としました。

施設の目標の中に 「安全」が含まれており、これは全職員が共通の意識を持つべき重要項目と考えます。

高齢者施設では、転倒やインシデントのリスクが常に存在します。

安全確保が不可欠。他の生活ケア項目も 安全な環境があって こそ効果的に行える。

以上の理由から安全をテーマとして選定

過去3年間のインシデント集計によると

転倒・転落以上に皮膚トラブルが、

多く発生しています。

特に皮膚剥離については、

介助時の不適切な動作が

原因となる事が多い為、

職員の意識を高め

具体的な改善策を講じる事で

皮膚剥離が減少すると考え

このテーマとしました。



【対策の立案と実施】

【中間確認】

対策直後は0件でしたが、

翌月に1件発生してしま

いました。



【追加対策】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

新たに導入した

環境衛生チェックシートを

活用して、ご入居者の

皮膚の状態を

ケアする職員が

常に把握できるように

定着させる

皮膚剥離の発生状況を定期的に

モニタリングし、データを基に

改善策を見直す体制を構築します。

これまでの取り組みを通じて

得られた知見を基に、

今後もご入居者の皆さんが快適に

過ごせる環境を守るために

「Our Team」で一層の努力を継続して

参ります。


